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同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た

身
分
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一

部
の
人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社

会
的
、
文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強

い
ら
れ
、
今
な
お
結
婚
を
妨
げ
ら
れ

た
り
、
就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た

り
、
日
常
生
活
の
上
で
い
ろ
い
ろ
差

別
を
受
け
る
な
ど
す
る
も
の
で
、
我

が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

国
は
、
地
方
公
共
団
体
等
と
と
も
に
、

昭
和
44
年
以
来
三
度
に
わ
た
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
地
域
改
善
対
策
に

係
る
関
係
諸
施
策
を
実
施
し
、
同
和

地
区
の
劣
悪
な
環
境
を
始
め
と
す
る

物
的
な
基
盤
整
備
は
着
実
に
成
果
を

上
げ
、
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
一
般
地

区
と
の
格
差
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま

し
た
が
、
結
婚
問
題
を
中
心
と
す
る

差
別
事
象
は
い
ま
だ
に
後
を
絶
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
と
し
て

も
、
部
落
差
別
の
解
消
を
目
指
し
て

積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

男
女
平
等
の
理
念
は
、
日
本
国
憲

法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
法
制
上
も
、
男
女
平
等
の
原

則
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
例
え
ば
「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定

的
に
と
ら
え
る
人
々
の
意
識
は
、
今

な
お
社
会
に
根
強
く
残
存
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
、
家
庭
や
職
場
に
お
い

て
種
々
の
男
女
差
別
を
生
む
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
犯

罪
な
ど
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」

の
問
題
も
、
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
平

成
11
年
６
月
に
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が

平
成
12
年
11
月
に
は
「
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」

が
、ま
た
、平
成
13
年
10
月
に
は
「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

16
年
12
月
改
正
）
が
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
13
年

か
ら
、
毎
年
11
月
12
日
か
ら
同
月
25

日
ま
で
の
２
週
間
を
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
し

て
定
め
ら
れ
る
な
ど
、
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
間
に
お
け
る
陰
湿

か
つ
執
拗
な
「
い
じ
め
」
は
依
然

と
し
て
全
国
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、

教
師
に
よ
る
体
罰
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
国
内
外
で
の
児
童
売
春
や

性
的
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
な
ど
、

児
童
の
商
業
的
性
的
搾
取
の
問
題
が

世
界
的
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
近
年
、
親
な
ど
の
保
護
者
に
よ

る
虐
待
行
為
に
よ
り
、
児
童
の
生
命

が
奪
わ
れ
た
り
、
児
童
の
心
身
や

人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
が
及
ん

で
い
る
こ
と
等
か
ら
、
平
成
11
年
11

月
に
は
「
児
童
売
春
、
児
童
ポ
ル
ノ

に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の

保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、
ま
た
、

平
成
12
年
11
月
に
は
「
児
童
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
16

年
10
月
改
正
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
広

く
国
民
の
間
に
人
権
尊
重
思
想
を
定

着
さ
せ
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な

人
間
関
係
の
中
で
暮
ら
せ
る
状
態
を

築
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
平
均
寿
命
の
大

幅
な
伸
び
や
少
子
化
な
ど
を
背
景
と

し
て
、
日
本
社
会
の
高
齢
化
は
極
め

て
急
速
に
進
み
、
平
成
27
年
に
は
４

人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢

社
会
が
到
来
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
高
齢

者
に
対
す
る
就
職
差
別
、
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
す
る
介

護
者
に
よ
る
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、

あ
る
い
は
高
齢
者
の
家
族
等
が
本
人

に
無
断
で
そ
の
財
産
を
処
分
す
る
経

済
的
虐
待
な
ど
の
高
齢
者
に
か
か
わ

る
人
権
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
平
成
５
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
障
害
者
対
策
に
関
す
る

新
長
期
計
画
ー
全
員
参
加
の
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
ー
」
及
び
平
成
７

年
12
月
に
決
定
さ
れ
た
「
障
害
者
プ

ラ
ン
〜
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
７

か
年
戦
略
」
に
基
づ
き
「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
基
本
理
念
の
一

つ
と
す
る
障
害
者
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
車
椅
子
で

の
入
店
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
ア
パ
ー

ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
る
事
案
が

発
生
す
る
な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
に

対
す
る
国
民
の
理
解
や
配
慮
は
い
ま

だ
十
分
で
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加

が
阻
ま
れ
て
お
り
、「
障
害
の
あ
る

人
も
地
域
の
中
で
普
通
の
暮
ら
し
が

で
き
る
社
会
に
」
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
完
全
に
実

現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
新
た
に
「
障
害
者
基
本

計
画
」
及
び
「
重
点
施
策
実
施
５
か

年
計
画
」
が
平
成
14
年
12
月
に
策
定

さ
れ
、
ま
た
、
平
成
16
年
６
月
に
は

「
障
害
者
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
、
平
成
17
年
４
月
に
は

「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
が
そ
れ
ぞ

れ
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
更
な
る
障
害

者
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

近
年
の
国
際
化
時
代
を
反
映
し
て
、

我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
年
々

急
増
し
て
い
ま
す
。
憲
法
は
、
権
利

の
性
質
上
、
日
本
国
民
の
み
を
対
象

と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
も
の
を
除

き
、
我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
に

つ
い
て
も
、
等
し
く
基
本
的
人
権
の

享
有
を
保
障
し
て
い
ま
す
が
、
現
実

に
は
、
我
が
国
の
歴
史
的
経
緯
に
由

来
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
め
ぐ

る
問
題
の
ほ
か
、
言
語
、
宗
教
、
生

活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
、
外
国
人
に

対
す
る
就
労
差
別
や
ア
パ
ー
ト
や
マ

ン
シ
ョ
ン
へ
の
入
居
拒
否
、
飲
食
店

等
へ
の
入
店
拒
否
、
公
衆
浴
場
で
の

入
浴
拒
否
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
１
月
に
は
、「
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関

す
る
条
例
」（
人
種
差
別
撤
廃
条
例
）

が
我
が
国
に
お
い
て
発
効
さ
れ
、
人

種
差
別
や
外
国
人
差
別
等
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
の
た
め
の
更
な
る
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
外

国
人
の
も
つ
文
化
を
尊
重
し
、
そ
の

多
様
性
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
、
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

強
調
事
項

第１回菊池市人権啓発講演会

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
よ
う

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し

よ
う

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
従
来
か
ら
、「
世
界
人
権
宣
言
」

採
択
の
日
（
人
権
デ
ー
）
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
も
、
12
月
４
日

（
日
）
か
ら
12
月
10
日
（
土
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
第
57
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、

各
種
啓
発
行
事
を
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
を

追
い
求
め
、
心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
必
ず
し
も
意
を
用
い
な
い
風
潮
や
、

自
己
の
権
利
の
み
を
主
張
し
、
他
人
の
権
利
を
軽
視
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
、

社
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
第
57
回
人
権
週
間
」
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項
と
定
め
、

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
17
年
度
啓
発
活
動

重
点
目
標
で
あ
る
「
育
て

よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権

意
識
〜
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大

切
に
〜
」
の
ほ
か
に
、
次

の
事
項
を
強
調
事
項
と
し

て
定
め
ま
し
た
。

育
て
よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権
意
識

問い合わせ先
市民課・人権啓発課・社会教育課
☎（25）1111

第
57
回
人
権
週
間　

12
月
４
日（
日
）〜
12
月
10
日（
土
）

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

他
に
も
・・・


